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ファッション/カルチャー/アート分野のxRコンテンツアワード 

「NEWVIEW AWARDS 2020」新たに4つの賞が決定 
SUPER DOMMUNE / Media Ambition Tokyo /  

 auスマートパスプレミアム / WaiWai 
ー 番組配信権、アートフェス、新施設での展示権などで受賞アーティストの活動を支援 ー 

 
VR/AR/MRクリエイティブプラットフォーム「STYLY（ https://styly.cc  ）」を提供する株式会社
Psychic VR Lab（東京都新宿区）、株式会社パルコ（本部：東京都渋谷区）、株式会社ロフトワーク
（東京都渋谷区）による共同プロジェクト「NEWVIEW（ニュービュー）」は、現在公募中のxRコン
テンツアワード「NEWVIEW AWARDS 2020」に加わる新たな4つのPrizeを発表しました。 
 

 

 

https://styly.cc/


 
今回新たに加わったPrizeは、「NEWVIEW AWARDS 2020」の審査員長を務める宇川直宏氏が主宰
する5G時代の動画配信プラットフォーム「SUPER DOMMUNE」によるPrize、テクノロジーアート
の祭典「Media Ambition Tokyo」によるPrize、映像・音楽・書籍・イベントなどのエンタメやマル
チアングル映像などの5Gコンテンツが充実するサービス「auスマートパスプレミアム」によるPrize
、宮崎県北地域がエリアのケーブルメディア「ケーブルメディアワイワイ」によるPrizeの4つ。いず
れも受賞アーティストに今後の活躍のフィールドを提供する内容になります。 
 

SUPER DOMMUNE Prizeは、番組化権利 
 

 
SUPER DOMMUNE Prizeは、SUPER DOMMUNEでの番組化の権利を提供します。対象は「XR時代
のLIVE体験を更新する作品!!  ポストパンデミック時代の音楽体験を誘発する作品!!」で、Prizeオー
ナーである宇川氏が選出します。 
 
 
 

テクノロジーアートの祭典「Media Ambition Tokyo」で展示できるPrize 
 

 
 
「Media Ambition Tokyo Prize」は、最先端のテクノロジーカルチャーを実験的なアプローチで都市
実装するリアルショーケース「MediaAmbition Tokyo」での作品展示の権利を付与するもの。未来を
創造するテクノロジーの可能性を東京から世界へ提示する祭典で、自身のクリエイションをアピール

することができます。 
 
 
 

「auスマートパスプレミアム Prize」は、サービス上で 
受賞作品が特集紹介される特典 

 

 
 



「auスマートパスプレミアム Prize」は、会員数1,500万人以上を誇るauスマートパスにて公開され
るNEWVIEW AWARDS特集内で、受賞作品がトップ掲載＆フォーカス紹介される特典。auスマート
パスでは12月にNEWVIEW AWARDS受賞作品の特集ページを公開し、auスマートパス関係者の皆さ
まが受賞作を選出する仕組みです。 
 
 

「WaiWai Prize」は、2022年冬にオープン予定の 
映像エンターテイメントラボでの新作展示権利 

 

 
「WaiWai Prize」は、宮崎県北エリアのケーブルメディアワイワイが提供するPrizeです。2022年冬
に宮崎県延岡駅前に新設する、映像のエンターテイメントラボスペースでのこけら落とし展示作品

アーティストに選出するもので、新作の制作費および現地滞在費用として40万円を支援します。 
 
 

 

NEWVIEW AWARDS 2020概要 

NEWVIEW AWARDS 2020 

（英語）　https://newview.design/en/awards/ 

（日本語）https://newview.design/awards/ 

■募集対象 
アーティストに空間表現の場を提供するVR/AR/MRクリエイティブプラットフォーム「STYLY」を
使って制作・公開されたVR/ARコンテンツ作品が対象です。制作プロセスにおいてSTYLY以外の
ツール（3DCG、ゲームエンジン、DAW  etc.）を使用することは構いません。すでに発表済みの作
品も応募可能です。　 
 
STYLY オフィシャルサイト：https://styly.cc/ 
 
 
■賞について 
・ゴールド / Gold Prize (1作品)　賞金 20,000USD 
・シルバー / Silver Prize (3作品)　賞金 5,000USD 
・PARCO Prize （1作品）PARCOとコラボ作品を制作し、PARCOに展示する権利 
・SUPER DOMMUNE Prize（1作品）　SUPER DOMMUNEでの番組化権 
・Media Ambition Tokyo Prize（1作品）　Media Ambition Tokyoでの展示権 
・auスマートパスプレミアム Prize（1作品）　auスマートパス、NEWVIEW AWARDS特集内での
トップ掲載＆フォーカス紹介 
・WaiWai Prize（1作品）　2022年冬にオープン予定の映像エンターテイメントラボでの新作展示権 
 
※その他賞は決まり次第順次発表 

https://newview.design/en/awards/
https://newview.design/awards/
https://styly.cc/


 
 
■スケジュール 
・募集期間：2020年8月3日（月）12:00～ 2020年11月2日（月）12:00（日本時間正午） 
・一次審査結果発表（ファイナリスト約25作品選出予定）：2020年11月中旬 
・ファイナリスト作品展示・授賞式：2020年12月予定 
・最終審査結果発表：2020年12月予定 
 
 
■審査委員長  
 
宇川直宏 /  現在美術家（DOMMUNE） 

 
1968年生まれ。映像作家／グラフィックデザイナー／VJ／大学
教授／文筆家そして"現在美術家"など、幅広く極めて多岐にわ
たる活動を行う全方位的アーティスト。1980年代末にグラ
フィックデザイナー／映像作家として頭角を表し、2001年
ニューヨークのMoMA PS1での「Buzz Club: News from Japan
」、ロンドンのBarbican Art Galleryでの「JAM: Tokyo-London
」に参加して以来、国内外の数多くの現代アートの展覧会で作

品を発表。2010年  3月、突如個人で立ち上げたライブストリー
ミングスタジオ兼チャンネル「DOMMUNE」は、開局と同時に
記録的なビューアー数を叩き出し、国内外で話題を呼び続けて

いる。宇川はDOMMUNEスタジオで日々産み出される番組の、
撮影行為、配信行為、記録行為を、自らの"現在美術作品"と位
置づける。これまでDOMMUNEは数々の現代美術の国際展に参

加し、ロンドン、ドルトムント、ストックホルム、パリ、ムンバイ、リンツ、福島、山口、大阪、香

川、金沢、秋田、札幌、佐渡島...と、全世界にサテライトスタジオをつくり、偏在（いま、ここ）
と、遍在（いつでも、どこでも）の意味を同時に探求し続けている。2019年11月22日、渋谷PARCO
９階のクリエイティヴスタジオに移転。そして2020年開局10周年を経て、第二章に向けて５G以降の
最前衛テクノロジーと共に未来を見据えたUPDATEを図り、ファイナルメディア『DOMMUNE』の
進化形態『SUPER DOMMUNE』へと進化した。 
 
 
■審査員  (順不同）※一部抜粋。全文はNEWVIEW AWARDS WEBサイトをご参照ください 
 
真鍋大度 /  アーティスト・インタラクションデザイナー・プログラマ・DJ 

 
東京を拠点に活動するアーティスト、インタラクションデザイ

ナー、プログラマ、DJ。2006年Rhizomatiks 設立、2015年よ
りRhizomatiksの中でもR&D的要素の強いプロジェクトを行う
Rhizomatiks Researchを石橋素氏と共同主宰。身近な現象や素
材を異なる目線で捉え直し、組み合わせることで作品を制作。

2020年6月には 監督を務めたSquarepusherのMV「Terminal 
Slam」がPrix Ars Electronica 2020、Computer Animation部門
にてHonorary Mentionを受賞。 
 

 
和田彩花 / アイドル 

 



1994年8月1日生まれ。群馬県出身。アイドル。2009年4月アイドルグループ「スマイレージ」(後に
「アンジュルム」に改名)の初期メンバーに選出。リーダーに就任。2010年5月「夢見る15歳」でメ
ジャーデビューを果たし、同年「第52回    日本レコード大賞」最優秀新人賞を受賞。2019年6月18日
をもって、アンジュルム、およびHello! Projectを卒業。アイドル活動を続ける傍ら、大学院でも学ん
だ美術にも強い関心を寄せる。 
 
 
デイヴィッド・オライリー / マルチディシプリン・アーティスト 

 
デイヴィッド・オライリーはロサンゼルスを拠点に活動する

マルチディシプリン・アーティスト。独立系アニメーターと

してキャリアをスタートさせ、『Please Say Something』や
『The External World』など数々の賞を受賞した短編映画を
制作。『アドベンチャー・タイム』や『サウスパーク』など

のテレビ番組の脚本を手がけ、スパイク・ジョーンズ監督の

アカデミー賞受賞作「Her」では架空のビデオゲームを 制
作。 
 
 
 
 
 
 

 
ルー・ヤン　/ アーティスト 

ルー・ヤン（中国、上海生まれ）は、上海を拠点に活動する

マルチメディア・アーティスト。死、アンドロジニー、ヒス

テリー、実存主義、スピリチュアルな神経学などが、ルーの

耳障りな、時に病的な空想の源となっている。アニメ、ゲー

ム、SFなどのサブカルチャーからもインスピレーションを得
て、3Dアニメーション、没入型ビデオゲームのインスタレー
ション、ホログラム、ライブパフォーマンス、バーチャルリ

アリティ（VR）、コンピュータプログラミングなどのメディ
アを通して、空想を探求している。制作を始めて以来、科学

者、心理学者、パフォーマー、デザイナー、実験的な作曲

家、ポップミュージックのプロデューサー、ロボット工学研

究所、著名人などとのコラボレーション多数。 
 
 

 
 
ジェシー・ダミアーニ / ライター、プロデューサー、キュレーター 

 
ジェシー・ダミアーニは、サザンニューハンプシャー大学新興

技術学部の副部長、VRScoutの編集長、フォーブスの寄稿者、
Nxt Museumのシミュレーション・リテラシーズ担当ディレク
ターを務める。また、Adweek、Billboard、Quartz、The Verge
、Wiredなどの新興メディアに掲載実績がある。マイクロソフト
のSocialVRプラットフォーム、AltspaceVRのトークショー「
TECH TOCK」のホストも務める。 
 



 
トン・ヴァン・グール / STRPディレクター 

 
オランダのアイントホーフェンを拠点とするSTRPのディレク
ター。STRPは、フェスティバルと小規模な一連の文化イベン
トからなり、フェスティバルは新作を中心とした国際的な展覧

会、トークや対話、音楽やパフォーマンス、   教育的なプログ
ラムで構成されている。2021年のテーマは「We All Are 
Asteroids（我々は小惑星だ）」で、人間もそうでない生き物
も、大きなシステムの中でつながっているというメッセージを

発信。 
 
 
 
 
 

 
 
■スポンサー 

 
 
 

 
 
■パートナー 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
■メディアパートナー  

  

 
 
 

 
■サポーター 



 

主催　NEWVIEW PROJECT 
 

　 　  
 

 
 
NEWVIEWについて 
3次元空間での新たなクリエイティブ表現と体験のデザインを開拓する実験的プロジェクト/コミュニ
ティーとして2018年1月始動。多様なジャンルのアーティストと実験的作品を仕掛け、新たな表現を
社会提示する活動のほか、「NEWVIEW AWARDS」、xRを総合芸術として学ぶアートスクール「
NEWVIEW SCHOOL」を展開し、次世代クリエイターの発掘・育成・交流・発信を行っています。 

 
Web：https://newview.design/ 

NEWVIEW AWARDSの過去実績 
NEWVIEWプロジェクト主催のファッション/カルチャー/アート分野のVRコンテンツアワードとして
初開催した「NEWVIEW AWARDS 2018」は世界7ヶ国219作品のエントリー、第2弾の「NEWVIEW 
AWARDS 2019」は世界8ヶ国254作品のエントリーが集まりました。過去2回はVR作品のみを対象と
していましたが、年々規模が拡大、作品の質も向上しています。 
 
Web： 
NEWVIEW 2018 
（英語）　https://newview.design/en/awards/2018/ 
（日本語）https://newview.design/awards/2018/ 
NEWVIEW 2019 
（英語）　https://newview.design/en/awards/2019/ 
（日本語）https://newview.design/awards/2019/ 

NEWVIEW SCHOOLについて 
「体験デザイン」としての総合芸術＝xRを学ぶあたらしい表現の学校が「NEWVIEW SCHOOL」。
2019 年6月に東京と京都で開講しました。2020年7月開講の第2期は、すべてのカリキュラムをオン

http://psychic-vr-lab.com/
http://psychic-vr-lab.com/
http://psychic-vr-lab.com/
https://loftwork.com/jp/
https://newview.design/
https://newview.design/en/awards/2018/
https://newview.design/awards/2018/
https://newview.design/en/awards/2019/
https://newview.design/awards/2019/


ライン化し、国内外の40名が「NEWVIEW AWARDS 2020」の卒業制作に向けて学びと実践を重ね
ています。今期は一部カリキュラムを共有する台北校もスタートし、世界へ活動を広げています。 
 

 
Web：https://newview.design/school/ 

 

◉お問い合わせ: NEWVIEW AWARDS 2020 事務局（担当 渡邊）　 
info@newview.design 
プレスリリースやロゴなどが入った、プレスキットは以下よりダウンロードください。 
https://bit.ly/33GZpLU 

 

https://newview.design/school/2019
https://bit.ly/33GZpLU

